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意　
見　
書 
・ 
決　
議　
の　
要　
旨

学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
を
含
む
教
職
員
の
給
与
費
半
額
国
庫
負
担
な

ど
の
義
務
教
育
費
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

　

①
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員
の
給
与
費
半
額
負
担
を
適
用
除

外
す
る
こ
と
な
く
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ

と
。
②
国
庫
負
担
の
対
象
外
と
な
っ
た
教
材
費
、
旅
費
、
恩
給
費
、

共
済
追
加
費
用
、
共
済
費
（
年
金
積
立
金
）
及
び
公
務
災
害
補
償

基
金
を
国
庫
負
担
に
復
元
す
る
こ
と
。

中
央
線
高
架
化
工
事
期
間
に
お
け
る
安
全
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

①
本
町
・
小
金
井
街
道
踏
切
に
つ
い
て
も
歩
道
部
分
の
拡
幅
を

す
る
こ
と
。
②
踏
切
遮
断
時
間
短
縮
の
た
め
の
改
善
策
を
早
急
に

講
じ
る
こ
と
。
③
東
小
金
井
駅
の
駅
舎
の
南
北
通
過
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
稼
動
す
る
ま
で
、
階
段
に
自
転
車
用
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る

こ
と
。
④
来
年
秋
予
定
の
仮
下
り
線
切
り
換
え
工
事
ま
で
の
工
期

を
で
き
る
だ
け
短
縮
す
る
こ
と
。
ほ
か
１
項
目
。

新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
起
業
・
創
業
環
境
の
早
急
な
整

備
を
求
め
る
意
見
書

　

①
効
果
的
な
規
制
改
革
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
こ

と
。
②
資
源
循
環
型
社
会
を
推
進
し
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
。

③
外
国
人
観
光
客
の
増
加
な
ど
観
光
産
業
を
振
興
し
、
雇
用
の
創

出
を
図
る
こ
と
。
④
金
融
機
関
な
ど
に
よ
る
新
た
な
起
業
・
創
業

へ
の
資
金
調
達
の
支
援
策
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
ほ
か
６

項
目

生
活
保
護
費
の
国
庫
負
担
削
減
に
反
対
す
る
意
見
書

　

長
引
く
不
況
の
中
で
、
生
活
困
窮
か
ら
生
活
保
護
受
給
者
が
急

増
し
、
こ
れ
に
よ
る
生
活
保
護
費
増
大
が
自
治
体
に
と
っ
て
も
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
財
源
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
下
げ
が

行
わ
れ
れ
ば
、
自
治
体
の
負
担
は
さ
ら
に
重
い
も
の
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
生
活
保
護
費
の
国
庫
負
担
割
合
引
下

げ
の
方
針
を
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
を
中
止
し
、
国
連
中
心
の
復
興
を
求
め

る
意
見
書

　

自
衛
隊
の
派
兵
計
画
を
き
っ
ぱ
り
と
断
念
し
、
真
に
イ
ラ
ク
国

民
の
立
場
を
踏
ま
え
、
主
権
の
回
復
と
国
連
を
中
心
と
し
た
枠
組

み
に
よ
る
人
道
復
興
支
援
の
た
め
真
摯
な
努
力
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

青
年
の
雇
用
確
保
政
策
を
強
化
・
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
　

①
大
企
業
に
青
年
の
雇
用
確
保
を
働
き
か
け
、
深
刻
な
人
手
不

足
の
現
場
で
青
年
が
働
け
る
よ
う
対
策
を
強
め
る
こ
と
。
②
青
年

の
失
業
者
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
た
め
に
、
生
活
補
償
つ
き
の
職
業
訓

練
、
奨
学
金
の
返
還
免
除
を
実
現
す
る
こ
と
。
③
会
社
が
正
社
員

を
募
集
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
会
社
で
働
い
て
い
る
派
遣
労
働
者

や
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
優
先
的
に
採
用
す
る
制
度
を
整
え
る
こ
と
。

ほ
か
１
項
目
。

誰
も
が
安
心
し
て
加
入
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
制
度
へ
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

　

巨
額
の
累
積
損
失
を
つ
く
っ
て
い
る
積
立
金
の
株
式
へ
の
投
資

を
止
め
、
積
立
金
を
年
金
の
支
払
い
に
活
用
し
、
ま
た
、
道
路
特

定
財
源
を
一
般
財
源
化
し
て
、
来
年
か
ら
法
律
ど
お
り
基
礎
年
金

部
分
へ
の
国
庫
負
担
を
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
年
金
制

度
を
守
り
充
実
さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
財
務
・
総
務
・
文
部

科
学
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
・

経
済
産
業
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党�
、改
革
連
合�
、生

13

活
者
ネ
ッ
ト�
、民
主
党�
、市
民
の
党�
、

市
民
自
治
、湧
湧
環
境
ク
、市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明�
、
改
革
連
合�
、
改
革　

10

21

�
、
自
民
党
小
金
井�
、

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
、
内
閣
官

房
・
防
衛
庁
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党�
、
改
革
連
合�
、

17

生
活
者
ネ
ッ
ト�
、
自
民
党
小
金
井�
、
民

主
党�
、
市
民
の
党�
、
市
民
自
治
、
湧
湧

環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
２
＝
改
革　
�21

退
席
４
＝
公
明�
、
改
革　
�21

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党�
、改
革
連
合�
、生

13

活
者
ネ
ッ
ト�
、民
主
党�
、市
民
の
党�
、

市
民
自
治
、湧
湧
環
境
ク
、市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
８
＝
公
明
党�
、
改
革
連
合�
、
改
革

　
�
、
自
民
党
小
金
井�

21退
席
２
＝
改
革　
�
、
自
民
党
小
金
井�

21

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

米
軍
基
地
が
も
た
ら
す
諸
問
題
か
ら
、
住
民
の
生
命
・
財
産
や

人
権
を
守
る
立
場
に
立
ち
、「
日
米
地
位
協
定
の
運
用
改
善
」
で
は

な
く
、
地
位
協
定
の
全
条
項
に
わ
た
る
見
直
し
を
行
い
、
抜
本
的

な
改
正
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

凍
結
精
子
児
の
認
知
問
題
等
体
外
受
精
に
関
す
る
法
整
備
を
求
め

る
意
見
書

　

①
父
親
死
亡
後
の
凍
結
精
子
児
の
認
知
に
必
要
な
法
整
備
を
す

る
こ
と
。
②
Ａ
Ｉ
Ｄ
児
の
父
親
を
知
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

必
要
な
法
整
備
を
す
る
こ
と
。
③
Ａ
Ｉ
Ｄ
児
の
心
の
ケ
ア
体
制
を

整
え
る
こ
と
。

日
本
人
拉
致
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
政
府
に
北
朝
鮮
へ
の
経

済
制
裁
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

拉
致
被
害
の
当
事
国
と
し
て
、
拉
致
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
向

け
断
固
た
る
信
念
を
持
ち
、
さ
ら
に
具
体
的
行
動
と
し
て
国
際
社

会
と
協
調
し
な
が
ら
北
朝
鮮
政
府
に
対
し
経
済
制
裁
措
置
を
発
動

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

国
民
年
金
制
度
に
関
す
る
意
見
書

　

①
年
代
、
収
入
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
保
険
料
を
見
直
す
こ

と
。
②
納
め
忘
れ
の
遡
り
期
間
を
５
年
間
ま
で
延
長
す
る
こ
と
。

③
特
に
若
い
世
代
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

④
外
国
人
無
年
金
者
問
題
に
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
。

調
布
飛
行
場
の
管
制
官
存
置
を
求
め
る
意
見
書

　

管
制
官
の
代
わ
り
に
通
信
官
と
い
う
よ
う
な
職
を
置
い
て
、
管

制
業
務
に
当
た
ら
せ
る
な
ど
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
航
空
機
に
指

示
を
出
す
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
管
制
官
だ
け
で
あ
り
、

通
信
官
で
補
え
る
も
の
で
は
到
底
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
に

対
し
、
調
布
飛
行
場
の
管
制
官
存
置
を
強
く
要
請
す
る
。

調
布
飛
行
場
の
管
制
官
存
置
を
求
め
る
意
見
書

　

管
制
官
の
代
わ
り
に
通
信
官
と
い
う
よ
う
な
職
を
置
い
て
、
管

制
業
務
に
当
た
ら
せ
る
な
ど
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
航
空
機
に
指

示
を
出
す
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
管
制
官
だ
け
で
あ
り
、

通
信
官
で
補
え
る
も
の
で
は
到
底
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
都

に
対
し
、
調
布
飛
行
場
の
管
制
官
存
置
の
立
場
で
国
と
交
渉
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

職
員
給
与
・
手
当
・
退
職
金
等
を
総
合
的
に
見
直
す
決
議

　

①
市
長
は
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
来
年
度
の
職
員
待
遇
を
決
定

す
る
際
に
は
、
退
職
前
特
別
昇
給
の
廃
止
、
退
職
金
支
給
率
の
引

下
げ
を
含
め
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
。
②
見
直
し
す
る
に
当

た
り
、
市
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
。

（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
取
得
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
中
止

と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
立
案
を
求
め
る
決
議

　

①
都
市
基
盤
整
備
公
団
と
の
「
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
1
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
公
益
施
設
の
取
得
に
関
す
る

覚
書
」
締
結
を
中
止
す
る
こ
と
。
②
現
在
の
再
開
発
計
画
を
根
本

か
ら
見
直
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
早
急
に
立
案
す
る
こ

と
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党�
、
公
明
党�
、
改

21

革
連
合�
、
改
革　
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト�
、

21

民
主
党�
、
市
民
の
党�
、
市
民
自
治
、
湧

湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
１
＝
自
民
党
小
金
井�

退
席
１
＝
自
民
党
小
金
井�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
外
務
大
臣
、
防
衛
庁
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

可
否
同
数
に
よ
る
議
長
裁
決

賛
成
６
＝
公
明
党�
、
民
主
党�
、
市
民
の

党�
、
湧
湧
環
境
ク

反
対
６
＝
改
革　
�
、
改
革
連
合�
、
市
民

21

自
治
、
市
民
ウ
ェ
ブ

退
席　

＝
日
本
共
産
党�
、公
明
党�
、改
革

11

連
合�
、生
活
者
ネ
ッ
ト�
、自
民
党
小
金
井�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
法
務
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
公
明
党�
、
改
革
連
合�
、
改
革

12

　
�
、
自
民
党
小
金
井�
、
民
主
党�

21反
対　

＝
日
本
共
産
党�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

10

�
、
市
民
の
党�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境

ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

退
席
１
＝
改
革
連
合�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
外
務
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
公
明
党�
、
改
革
連
合�
、
改
革

16

　
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト�
、
自
民
党
小
金
井

21
�
、
民
主
党�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク

反
対
１
＝
市
民
ウ
ェ
ブ

退
席
６
＝
共
産
党�
、
自
民
党
小
金
井�
、

市
民
の
党�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
公
明
党�
、
改
革
連
合�
、
改
革

17

　
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト�
、
自
民
党
小
金
井

21
�
、
民
主
党�
、
市
民
の
党�
、
市
民
自
治
、

湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
３
＝
共
産
党�

退
席
３
＝
改
革
連
合�
、
改
革　
�21

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

可
否
同
数
に
よ
る
議
長
裁
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

11

�
、
民
主
党�
、
市
民
の
党�
、
市
民
自
治
、

市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明
党�
、
改
革
連
合�
、
改
革

11

　
�
、
自
民
党
小
金
井�

21退
席
１
＝
湧
湧
環
境
ク

反
対
討
論
（
要
旨
）

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

本
決
議
は
ま
っ
た
く
の
事
実
誤

認
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
地

権
者
の
８
割
は
再
開
発
賛
成
で
、

多
く
の
市
民
が
一
日
も
早
い
完
成

を
待
っ
て
い
る
。
等
価
交
換
と
い

う
原
則
か
ら
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
と
一
棟
と
な
る
J
R
ビ
ル
の

床
面
積
の
変
化
は
市
に
は
何
の
影

響
も
な
い
。
南
口
・
北
口
・
小
金

井
街
道
東
側
を
同
時
に
考
え
よ
と

い
う
の
は
一
見
民
主
的
に
聞
こ
え

る
が
、
そ
れ
こ
そ
市
財
政
を
破
綻

に
導
く
も
の
で
地
元
市
民
を
は
じ

め
、
多
く
の
市
民
の
望
み
に
背
を

向
け
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

稲
垣
庸
子
（
市
民
ウ
ェ
ブ
）

　

体
外
授
精
は
副
作
用
が
多
く
、

胎
児
の
障
害
が
わ
か
る
と
中
絶
す

る
夫
婦
が
多
い
と
い
う
。
こ
の
現

状
か
ら
、
過
度
の
不
妊
治
療
は
生

命
の
軽
視
に
通
じ
る
と
危
惧
す
る
。

実
子
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
子
ど
も
は

社
会
の
子
」
と
い
う
考
え
で
養
子

と
し
て
育
て
る
方
が
意
義
が
あ
る
。

結
婚
の
形
態
が
多
様
化
す
る
中
、

子
ど
も
の
有
無
は
本
人
達
の
選
択

で
、で
き
な
い
な
ら
ば
、そ
の
状
況

を
素
直
に
受
け
入
れ
る
自
然
体
の

生
き
方
こ
そ
、
地
球
と
い
う
大
き

な
循
環
社
会
の
中
で
、人
類
に

と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
と
考
え

る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

西
岡
真
一
郎
（
改
革
連
合
）

　

北
朝
鮮
の
日
本
人
拉
致
問
題
は

人
権
蹂
躙
、
国
家
主
権
侵
害
で
あ

る
が
、
今
の
対
応
で
は
拉
致
さ
れ

た
日
本
人
は
取
り
戻
せ
な
い
。
日

本
政
府
は
「
拉
致
さ
れ
た
日
本
人

と
そ
の
家
族
を
帰
さ
な
い
な
ら
ば

経
済
制
裁
だ
」
と
い
う
毅
然
と
し

た
意
思
で
圧
力
を
か
け
る
べ
き
。

経
済
制
裁
と
は
船
舶
入
港
・
貿
易

禁
止
、
送
金
停
止
等
で
あ
り
、
国

連
憲
章
に
認
め
ら
れ
た
主
権
国
家

の
権
利
で
あ
る
。
国
際
社
会
が
北

朝
鮮
の
核
武
装
化
へ
の
包
囲
網
を

強
化
し
て
い
る
今
こ
そ
、
拉
致
解

決
へ
の
経
済
制
裁
を
強
く
求
め
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
は
拉
致
疑
惑
を
国

会
で
始
め
て
政
府
に
認
め
さ
せ
る

な
ど
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

問
題
を
一
貫
し
て
追
及
し
て
き
た
。

小
金
井
市
議
会
に
お
い
て
も
拉
致

さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
日
本
人
の
早

期
救
出
に
関
す
る
陳
情
や
意
見
書

の
可
決
に
積
極
的
に
賛
成
し
て
き

た
。
拉
致
は
重
大
な
犯
罪
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
と
北
朝
鮮
が
平

和
的
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を

行
い
、
米
・
ロ
・
中
・
韓
・
日
本
・

北
朝
鮮
が
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
で

話
し
合
っ
て
い
る
現
在
、
経
済
制

裁
は
行
う
べ
き
で
な
く
反
対
す
る
。

凍
結
精
子
児
の
認
知
問
題
等
体

外
受
精
に
関
す
る
法
整
備
を
求

め
る
意
見
書

（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
取

得
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
中
止

と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

立
案
を
求
め
る
決
議

日
本
人
拉
致
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
政
府
に
北
朝
鮮
へ
の
経
済

制
裁
措
置
を
求
め
る
意
見
書
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